




Reducing the Journey-to-work trip length by
Re-location of Urban Structure
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$  トリップ数、%#!である。ゾーン & へ
の集中トリップ比率は #%'、次いでゾーン "の %"'
と従業地は都心部への一極集中が窺われる。一方、居住
地はゾーン "の  'を最高に ～'の値を取っており、
居住地は全体に広く分散していることが窺える。
各ゾーンに対して従業地プリファレンス曲線の作成を













項目    相関係数
最小値 (%" %! % %!"!
最大値 (%" %#" %!! %###
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